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『金瓶梅詞話』は、蘭陵笑笑生の著であり、全 10 巻で、全 100 回から構成さ































方言では zh、ch、sh という発音に変わったが、蘭陵方言では、pf、pf‘、f と
いうような発音に変わったのである。1つの例を見てみよう。
  北京方言 蘭陵方言
 磚 zhuān  pfān
 穿 chuān  pf‘ān
 ༸ shuān  fān
* 026/11a/06 は、『金瓶梅詞話』第 26 回目、第 11 ページ目の前半、第 6行目」という意味を
表す。前半は aで表示、後半は bで表示する。

















































稿では馮春田 (2000) の観点を支持する。馮春田は「使役」( 本論文の「使動」
に相当する ) を「具体使役」・「抽象使役」という 2種に分け、抽象使役はある
状況 ( 条件 ) もしくは原因がNにある動作や行為施したりあるいはある状態を
呈したりさせるが、ときには使役する主語が出現しなく、VP(AP) が Nの自主
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的動作や行為、状態であるという場合もあることを指摘した。ここでは、「具
体使役」・「抽象使役」という表現を「具体使動」・「抽象使動」に変えることと
する。例を見てみよう。例 (10)、(11)、(12)、(13) は具体使動文で、例 (14)、(15)、
(16)、 (17) は抽象使役である。
 具体使動
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 (14)  ↢᮹將໻䭔㎞䭝ˈᆊϟҎ⛵џѺϡᬶᕗ໪এˈ䱼ߚҎਠⴔϡ䀅䭟Ǆ
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D ̚ 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 (23) ࡝Ѡ將⥟݁ܦ䜦धϔ㛮ⱏ㗏ˈᆊ⌏䛑ᠧњǄ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特に注意すべきは、以下のように「将」が用いられる箇所もあることである。
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あり、全篇中わずか 23 箇所のみで使われる。例 (27) は独り言であるが、会話
文と共通すると見ることができよう。例を見てみよう。
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が必要なのは、「把NP＋吃 ( 乞 )NP ＋ VP」という形も出てくるということで
ある。たとえば、例 (11)、(12) である。例を見てみよう。
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しか占めないが、「把」が用いられる箇所は 1,358 回であり、総数の約 66％を
占め、やはり優勢を示す。例を見てみよう。
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2.3.2 会話文における「把」
会話文で使われる「把」は 694 箇所であり、総数の約 34％を占める。例を
見てみよう。
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項目 将 把 項目 将 把
回数 地の文 会話文 地の文 会話文 回数 地の文 会話文 地の文 会話文
001 11 1 34 5 051 6 7 17
002 3 7 1 052 7 19 10
003 3 8 2 053 2 23 4
004 4 6 2 054 2 14 7
005 4 1 14 12 055 15 5
006 3 8 3 056 1 7
007 1 1 9 3 057 1 16 2
008 2 12 4 058 2 15 16
009 2 18 1 059 3 34 10
010 4 11 060 4 3
011 1 7 9 061 8 5 9
012 3 30 15 062 1 16 26
『金瓶梅詞話』における「把」・「将」についての考察 １５９
013 1 8 3 063 5 1
014 2 7 11 064 2 7 4
015 7 4 065 4 4 1
016 18 12 066 3 0 1
017 3 9 2 067 4 2 16 11
018 5 12 5 068 3 14 7
019 3 25 15 069 1 13 18
020 14 10 070 6 4 1
021 2 16 13 071 6 13 4
022 7 6 072 7 11 17
023 2 19 10 073 5 3 17 7
024 9 6 074 5 15 4
025 1 1 16 12 075 2 15 22
026 4 23 19 076 2 18 18
027 3 22 5 077 3 12 5
028 2 9 6 078 17 7
029 6 13 3 079 7 23 16
030 1 15 2 080 3 9 2
031 3 15 8 081 5 12 2
032 3 9 082 5 14 3
033 2 18 5 083 5 16 6
034 2 16 10 084 2 8 2
035 1 22 20 085 7 5
036 1 5 3 086 3 2 11 22
037 3 10 4 087 2 1 14 4
038 4 26 8 088 2 6 3
039 5 14 8 089 3 1 19 5
040 1 10 6 090 1 1 18 3
041 2 11 1 091 4 1 16 5
042 2 6 7 092 3 39 7
043 2 15 5 093 5 17 6
044 1 10 3 094 3 24 4
045 1 4 5 095 1 1 14 9
046 5 17 7 096 1 11 3
047 7 17 5 097 1 7 7
048 8 1 16 1 098 3 2 15 3
049 6 15 3 099 3 1 17 5
050 1 16 4 100 5 1 12 5
合計
「将」 「把」
地の文：283 会話文：23 地の文：1,358 会話文：694
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3.2 「将」と 「把」の考察
表 1に基づけば、以下のように考えられよう。
① 全篇における「将」は 306 箇所で、 「把」は 2,052 箇所で用いられており、
「把」が優勢を占める。
②  地の文では、「将」は 283 箇所で、「把」は 1,358 箇所で用いられる。会
話文では、「将」は 23 箇所で、「把」は 694 箇所で用いられており、「将」は書
き言葉として使われているということは明らかであろう。「把」は書き言葉と
しても、話し言葉としても使われるのである。














および『紅楼夢』( 銭学烈 1992、崔希亮 1995)、『児女英雄伝』を用いる。「将」
と「把」の分布結果は以下の表 2の通りである。
『金瓶梅詞話』における「把」・「将」についての考察 １６１
表 2 ｢ 将 ｣ と ｢ 把」の分布表
作品名 所属時代 ｢将 ｣ ｢ 把 ｣ 備考
『敦煌変文集』 唐 97 27
『祖堂集』 唐 48 14
『元刊雜劇三十種』 元 278 350
『關漢卿戲曲集』 元 142 104
『水滸伝』 明 281 1,255 詞曲は含まない
『金瓶梅詞話』 明 306 2,052
『醒世姻縁伝』 明末清初 639 1,631
『聊齋俚曲』 清 43 533
『紅楼夢』( 庚辰本 ) 清 665 600 崔希亮による統計
『紅楼夢』 清 886 1,021 銭学烈による統計










｢将｣ 97 48 278 142 281 306 639 43 665 886 42
｢把｣ 27 14 350 104 1,255 2,052 1,631 533 600 1,021 1,647





『元刊雜劇三十種』では、「将」は 278 箇所で、「把」は 350 箇所で用いられる。
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大体同じレベルにあり、さらに『紅楼夢』( 庚辰本 ) では、「将」の用例数が「把」
を上回るようになるが、『醒世姻縁伝』と『紅楼夢』はかなり規範的文学言語
で書かれたものであるのである。『聊齋俚曲』では、「将」の用例は少ないが、






は「把」の後の「NP」を省略してしまう。また、「N＋把＋VP＋它 ( 他 )」と
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